
 

 

 

 

 

平成２１年９月２４日 

各   位 

  会 社 名   株 式 会 社    さ い か 屋 

代 表 者   代表取締役社長 岡本 康英 

  （コード番号 ８２５４ 東証第２部） 

問 合 せ 先  本社経理部長   木村  信 

（TEL.  ０４４－２１１－３１５７） 

 

特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成２２年２月期第２四半期（平成２１年６月１日～平成２１年８月３１日）において下記のとおり特別

損失が発生することとなりましたのでお知らせいたします。また、特別損失の計上および最近の業績動向を踏まえ、

平成２１年４月２０日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生およびその内容 

 当社は、退職給付会計における大量退職に伴う退職給付制度の一部終了の会計処理を行った結果、特別損失として

約３８０百万円計上する見込みとなりました。 

 

２．平成２２年２月期 業績予想の修正 

（１）平成２２年２月期第２四半期累計期間業績予想値の修正(平成２１年３月１日～平成２１年８月３１日)       

（連 結）                                      （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ３１，４００ ３８０ １５０ △１６０ △４円９７銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ２９，１７０ ７０ △１５０ △９８０ △３０円４６銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，２３０ △３１０ △３００ △８２０ △２５円４９銭

増 減 率（％） △７．１ △８１．６ ― ― ―

前期（平成２１年２月期第２四半期）実績 ３４，８６１ ２６１   １５  ３ ０円１４銭

                                                  

（個 別）                                       （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ３０，７００ ３５０ １３０  △１５０ △４円６６銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ２８，６２０ ３０  △１９０ △９４０ △２９円２２銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，０８０ △３２０ △３２０ △７９０ △２４円５６銭

増 減 率（％） △６．８ △９１．４ ― ― ―

前期（平成２１年２月期第２四半期）実績 ３４，０３０ ５５ １２２ ２０１ ６円９７銭

 

（２）平成２２年２月期通期業績予想数値の修正（平成２１年３月１日～平成２２年２月２８日） 



（連 結）                                           （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ６３，８００ ７９０ ３６０ ３００ ９円３２銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ６１，５７０ ４８０ ６０ △５２０ △１６円１６銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，２３０ △３１０ △３００ △８２０ △２５円４８銭

増 減 率（％） △３．５ △３９．２ △８３．３ ― ―

前期（平成２１年２月期）実績 ６８，８２６ ３５８ △１８７ △２，６８１ △８３円３１銭

 

（個 別）                                           （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ６２，６００ ７４０ ３３０ ３１０ ９円６３銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ６０，５２０ ４２０ １０ △４８０ △１４円９２銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２，０８０ △３２０ △３２０ △７９０ △２４円５５銭

増 減 率（％） △３．３ △４３．２ △９７．０ ― ―

前期（平成２１年２月期）実績 ６７，１７６ △７７ △２１０ △２，９９４ △９３円０３銭

 

修正の理由（連結・個別） 

当第２四半期累計期間の業績予想につきましては、世界的な金融不安や急激な円高の進行等による景気の急速な悪

化が、個人消費の低迷につながり、消費者心理が節約志向、低価格志向へと傾き、美術宝飾品等高額品をはじめ主力

の衣料品等の販売不振が想定を大きく上回り、百貨店業の売上が当初の計画を下回る見込となりました。これにより、

営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予想を下回る見込みです。 

 通期の業績予想につきましては、今後も引続き主力である百貨店業の集客力、お客様満足の向上のための諸施策の

実施及び諸経費削減に努めてまいりますが、現時点におきましては第３四半期以降の予想が困難であることから、下

期については当第２四半期累計期間業績予想に対する未達成額の減額のみを行なっております。 

 

 

※上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


